
 
 

令和８年４月１3 日 

国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 

 

首都圏を災害から守り、安心して暮らせる荒川流域を目指して 

～令和８年度 荒川下流河川事務所の事業概要～ 

令和８年度、荒川下流河川事務所の事業概要を紹介します。 

 

 

 荒川下流部の岩淵水門付近から東京湾河口にかけて人工的に開削された荒川放水路は、わが

国の社会経済活動の中枢を担う東京都及び埼玉県を貫流する、国土管理上、最も重要な河川の一

つです。これまで一度も決壊することなく、東京都及び埼玉県の沿川都市の発展を支えるととも

に、荒川下流部の貴重なオープンスペースとして地域に寄り添ってきました。 

 引き続き、首都圏を洪水から守るとともに、今後より一層の安心、安全の確保、豊かな自然環

境や快適な利用環境の創出を目指すべく、事業を進めてまいります。 

 

 この度、荒川下流河川事務所における令和８年度の事業概要をまとめましたので、ご紹介しま

す。詳しくは、次頁以降の事業概要資料をご覧ください。 
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令和８年度 荒川下流河川事務所 予算総括表

※上記のほか諸費等があります。
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合があります。

（単位：百万円）

令和８年度
事業費

対前年度比

当初予算 当初予算 補正予算 計 当初予算比較

河川整備事業費 7,537 5,922 3,609 9,531 1.27

河川改修費 6,288 4,585 3,069 7,654 1.37

一般河川改修事業 617 338 13 352 1.82

流域治水整備事業 40 40 15 55 1.00

特定構造物改築事業 5,631 4,207 3,040 7,247 1.34

河川維持修繕費 1,209 1,234 355 1,589 0.98

河川工作物関連応急対策事業費 40 103 185 288 0.39

都市水環境整備事業費 1,426 3,291 0 3,291 0.43

河川都市基盤整備事業費 1,282 3,135 0 3,135 0.41

総合水系環境整備事業費 144 156 0 156 0.92

総合流域防災事業費 15 19 45 64 0.80

総合流域防災対策事業費 15 19 45 64 0.80

8,978 9,232 3,654 12,886 0.97

予算科目

前年度
事業費

事業費計
（諸費等を除く）



国土交通省 関東地方整備局

荒川下流河川事務所

２０２６荒川下流

令和８年度 事業概要



荒川の概要・荒川放水路の歴史

荒川の下流部のうち、岩淵水門付近から下
流の約22kmは、洪水から首都圏を守るため
昭和5年（1930）に完成した人工的に開
削された放水路です。
荒川（現在の隅田川）周辺では、江戸時

代から明治時代にかけ、洪水が頻発していま
した。特に明治43年（1910）洪水は大き
な被害をもたらしました。この洪水を契機とし
て、洪水対応能力を向上させるため新たな放
水路（現在の荒川）を建設することとなりま
した。
岩淵の下流から中川の河口方面に向けて、

延長22km、幅500mの放水路を開削し、
北区の岩淵に水門を造り本流を仕切り、大
正 13 年（ 1924 ）に通水 し 、昭和 5 年
（1930）に荒川放水路として完成しました。

荒川放水路建設
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荒川の下流域は地下水や水溶性天然ガスなどのくみ上げによって、戦前から昭和40年代にかけて広域地盤
沈下が発生しました。堤防や市街地が沈下し、満潮位以下の土地（いわゆるゼロメートル地帯）が広く存在
しています。一方で、人口や資産も極度に集中していることから、治水対策を進める事が非常に重要です。
荒川下流河川事務所は、荒川下流部の約30km（荒川の笹目橋から河口まで )の区間で様々な施策

行っています。

流域面積 ： 2,940km2

幹線流路延長 ： 173km
流域内の人口 ： 約1,020万人
流域の人口密度 ：   約3,500人/km2

放水路区間
22km

QRコード

自動的に生成された説明

QRコード

自動的に生成された説明

荒川調節池工事事務所

現在の錦糸町付近

明治43年洪水 開削事業の様子

人力掘削の様子（土運搬状況） 蒸気掘削機による機械掘削の様子

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000853736.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000853737.pdf


全国の1時間降水量（毎正時における前１時間降水量）
50mm以上の大雨の年間発生回数 気象庁HPをもとに作成

■広域自治体連携ミーティング
   ～都市と地方による広域連携･相互支援の可能性～
令和8年1月13日に第４回広域自治体連携ミーティングを開催。
荒川流域、利根川上流域の自治体の代表が一堂に会して、「地域間
における広域連携の強化に向けた共同宣言」に対する取組方針を共有
し、共同宣言の実効性を高めるべく意見交換を行いました。今後も自治
体と共に関東圏の防災力の強化を図るため、首長によるミーティング開
催等を通じ伴走支援に取り組んでまいります。

QRコード

自動的に生成された説明
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災害に対する取り組み

激甚化する水災害への対策＜荒川水系流域治水プロジェクト＞
■荒川水系流域治水プロジェクト

■荒川下流域 流域タイムライン
～行政・インフラ・ライフライン・教育の37機関との情報共有～

荒川支川堤防決壊による浸水被害
（埼玉県東松山市）

■気候変動に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化

気候変動シナリオ 降雨量 流量
洪水発生
頻度

２℃上昇時 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

４℃上昇時 約１．３倍 約１．４倍 約４倍 

短時間強雨の発生の増加や台風の大型化等、既に地球
温暖化の影響が顕在化しているとみられ、今後さらに気候
変動による水災害の頻発化・激甚化が予測されています。

＜降雨量変化倍率をもとに算出した一級水系における全国平均値＞

■相次ぐ自然災害はもはや「日常」

QRコード

自動的に生成された説明

河川管理者等による治水に加え、あらゆる関係者（国・都道府
県・市町村・企業・住民等）により流域全体で行う治水「流域治
水」へ転換するため、流域全体で早急に実施すべき対策の全体像
を「流域治水プロジェクト」として示し、ハード・ソフト一体の事前防災
対策を加速します。

●荒川水系流域
治水プロジェクト

各取組の詳細は、
以下から確認出来ます。

■耐震対策
堤防・水門樋管等の耐震対策を実

施し、江東デルタ地帯を抱える高潮区
間の堤防耐震対策を進めています。

●荒川下流河川事務所の取り組み●

安全、安心な暮らしのために＜首都直下地震の対策・連携強化＞
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■荒川下流防災施設運用協議会
震災時に河川敷道路や船着場等を沿川自治体･警察
･消防･自衛隊等が有効的かつ円滑に利活用し、
迅速な災害対策活動に資することを目的として、
平成23年度から毎年運用協議会を開催し連携を進めています。
墨田区･江東区･北区･板橋区･足立区
葛飾区･江戸川区･川口市･戸田市
東京都･警視庁･東京消防庁
埼玉県･埼玉県警察本部･陸上自衛隊

オブザーバ：荒川区･海上保安庁・東京国道･大宮国道・荒川上流

■荒川は水陸輸送ルート
 河川敷に緊急用船着場や緊急用
河川敷道路を整備し、災害時の輸送
ネットワークの構築を進めています。

第４回 広域自治体連携ミーティング

危機感共有WEB会議

QRコード

自動的に生成された説明

1976～1985年 2014～2023年

平均
３３０回平均

２２６回

約１.５倍

最上川における浸水被害
（山形県最上郡戸沢村)

【令和６年７月】【令和元年東日本台風】

QRコードAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

●荒川下流域
流域タイムライン

令和7年度荒川下流防災施設現地実動訓練 令和7年10月26日（日）実施

帰宅困難者輸送訓練 水上医療輸送訓練

QRコードAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

●要配慮者利用
    施設における 
「水害時の避難訓練」 

でお悩みのみなさまへ
   （R8.1公表）

https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00127.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00953.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000878989.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/honkyoku/soumu/data/20260226_003.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage01594.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000935152.pdf


令和８年度

流域のあらゆる関係者の協働による、ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」を推進します。
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●令和８年度予算内訳

合計 8,978（百万円）

事業目的 予算額(百万円)

●治水対策、危機管理に関する事業 7,585

●環境の保全に関する事業 144

●維持管理に関する事業 1,249

※上記のほか、受託工事費、工事諸費等があります。

：令和８年度事業予定箇所

凡例

首都圏大規模水害から街を守る
治水対策

高規格堤防を整備し、その上面を活用した高台まちづくりを推進します。
国、都、地元自治体等が一体となり、避難のあり方や排水対策等を踏まえた高台まちづくりのあり方の検討や、モデル地区などの具体の
地域における高台まちづくりを支援します。

高台まちづくり

❹川口地区高規格堤防整備

事業目的 予算額(百万円)

●治水対策、危機管理に関する事業 3,114

●維持管理に関する事業 540

●令和７年度補正予算内訳

合計 3,654（百万円）

防災拠点整備

❺平井七丁目地区河川防災拠点整備

災害対応に必要な資材の備蓄ヤードを新たに造成し、
災害復旧時の機能強化を図ります。

首都圏大規模水害から街を守る
危機管理対策

京成本線荒川橋梁架替事業
❶綾瀬排水機場樋管ゲート設備改良

整備イメージ

ゲート設備改良前 ゲート設備改良後

老朽化したゲートを耐久性の高い材質に更新すること
で施設の安全性向上を図ります。

❻

荒川下流管内区間

❹

❶

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940763.pdf
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現況堤防高

必要堤防高

首都圏大規模水害から街を守る治水対策

京成本線荒川橋梁架替事業

高潮堤防のかさ上げを行います。

高潮対策

❷京成本線荒川橋梁架替 ➌北葛西二丁目地区高潮対策

周辺の堤防高さに対して低い堤防をかさ上げするため、支障と
なっている橋梁を架替えします。

かわまちづくり

河道掘削、ヨシ原や干潟の保全・再生

地域や市民との連携の推進
治水対策と良好な環境の保全の両立

QRコード

自動的に生成された説明

QRコード

自動的に生成された説明

主要事業

自治体、民間事業者、住民、河川管理者が連携し、河川
空間とまち空間が融合する良好な空間づくりを目指します。

河道掘削の形状を緩傾斜にすることで、洪水を安全に流下させる
とともに、水際部から高水敷のつながりを確保し、ヨシ原や干潟の
保全・再生を行っています。

❻板橋区かわまちづくり 松島地区他高水敷掘削

河道掘削についてはコチラ
↓

河岸再生についてはコチラ
↓

QRコード

自動的に生成された説明

QRコード

自動的に生成された説明

北区岩淵周辺地区かわまちづくり
＜整備イメージ＞

※「板橋区かわまちづくり基本計画～ITTA KAWAMACHI PROJECT～」より一部抜粋

❷

荒川下流管内区間

❺
❶

➌

※パース図はイメージです。

＜整備イメージ＞

https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage01103.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000909523.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000878976.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000909520.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940839.pdf
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安全性を持続的に確保するための維持管理
◼ 巡視や点検等を行い災害に備えるとともに、誰もが安心して利用できる荒川を目指して維持管理を行います。

主要事業

◼ 社会情勢の変化や地域社会のニーズに的確に対応した河川の計画・整備・維持管理・利用等を行うため、

地域と国、住民と行政とのパートナーシップを深めていきます。

地域や市民との連携の推進
主要事業

荒川水辺サポーター

水辺の賑わいの創造（ミズベリング） 水辺の楽校

（１）治水機能を支える維持管理

デジタル河川管内図による維持管理検討堤防点検、水門等の河川管理施設の保守・点検

堤防点検

河川巡視とともに、

出水期の前などに職

員が堤防を中心とし

た施設の状態を把握

し、修繕等の対応を

するため堤防点検を

行っています。

（２）安心･快適な河川利用の促進

河川に人が集まる

ＧＷ及び夏休み前

に、河川空間を安

心して利用していた

だくため、施設の点

検を実施します。

安全利用点検

荒川デジタル河川管内図（下流域）

荒川クリーンエイド
市民やNPO、沿川の

自治体などと協力し、

自然豊かできれいな

荒川を取り戻すため、

ゴミ拾い活動を進めて

います。

企業や市民団体からな

る 「 荒 川 水 辺 サ ポ ー

ター」と、「沿川自治体」、

荒川水辺サポーター（千住桜木地区）

安全利用点検

荒川クリーンエイド

令和3年度に公開

した荒川デジタル

河川管内図（下

流域）を活用した

河川業務の効率

化・高度化進めま

す。

荒川下流河川敷利用ルールの周知

QRコード

自動的に生成された説明

「荒川下流河川事務所」
の３者が連携して協働で
自然地の維持管理活動
を実施しています。 

荒川ロックゲート・ヒル勉強会

住民、企業、行政と連

携し、賑わい、美しい

景観、豊かな自然環

境を備えた水辺空間を

まちづくりと一体となって

創出します。
北区・子どもの水辺

子供達の自然体験や

環境学習を支援する

ため、地域の方々及

び地元自治体と協力

して河川空間の整備

しています。

荒川下流部の河川敷を誰もが安全で

快適に利用出来る環境を目指し、沿

川の自治体等と荒川下流河川敷利

用ルールを策定・運用、河川敷利用

者への周知啓発に取り組んでいます。
図形

低い精度で自動的に生成された説明

荒川下流河川敷利用ルールの
詳細についてはコチラ → →

適正利用の詳細についてはコチラ → →

https://experience.arcgis.com/experience/c826767316594bcb9a91b4301ac1cd0a/?locale=ja
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00138.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940765.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940768.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940849.pdf


Topic3

荒川下流河川事務所 最新の取り組み
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荒川クリーンエイド

Topic1 板橋区かわまちづくり

荒川DX（デジタルトランスフォーメーション）の取り組みTopic2
⚫ デジタル技術等を駆使した河川管理の高度化、行政サービスの向上と働き方改革への挑戦

①河川巡視、情況把握におけるリアルタイム映像伝送・トラッキング
河川巡視等で現地リアルタイム映像を伝送することにより、関係者の情報
共有が円滑に行われ、点検作業の迅速化、精度向上とともに、対応時間を
短縮。この取組は、第7回インフラメンテナンス大賞優秀賞や2024年度グッ
ド・プラクティス賞を受賞しました。

②『チャットボット』導入による利便性向上
ホームページ上にチャットボットを開設し、1アクシ
ョンで必要な情報を24時間提供可能にしました。

チャットボットの導入現地・出張所・事務所と関係者みんなで意思疎通が可能 ウェアラブルカメラの導入

小名木川出張所

また、令和6年5月から
は事務所・出張所の電
話自動応答も試行して
います。

河川管理業務の高度化及び河川利用者の利便性向上等を目的として、「荒川デジタル河川管内図」の公開をはじめ、リアル
タイム映像伝送・トラッキングを組み合わせた河川巡視、チャットボットの導入など河川管理DXに取り組んでいます。
また、新たな試みとして、こうした技術を広く収集するため、技術情報提供依頼(RFI：Request For Information)を実施
し、当事務所管内をフィールドとした現場実証を行いました。

⚫ 第１期事業として連絡通路が完成

2022（令和4）年度から、板橋区と荒川下流河川事務所は、荒川堤防と新河
岸陸上競技場を結ぶ連絡通路の整備を共同事業として進めてきました。
第1期事業として整備を進めてきた連絡通路が令和8年3月末に完成したことか
ら、第2期事業である河川区域内の整備へ移行する節目にあたり、これまでご協
力いただいた関係者の皆様をお招きし、令和8年3月30日に板橋区と共催で「板
橋区かわまちづくり連絡通路完成式」を開催しました。
当日は、国会議員の皆様からご挨拶をいただいたほか、テープカットや事務所から
の工事報告を行いました。

●荒川クリーンエイドは、荒川放水路通水70周年（1994年）を機に
始まり、30年以上にわたり清掃活動だけでなく、環境教育や啓発活動な
ども取り組んでいます。河川清掃には毎年約1万人が参加し、いまや荒川
に欠かせない活動となっています。こうした継続的な取り組みが評価され、
2025年度には多くの賞を受賞しました。

荒川下流部の水と緑の空間は、都市部では貴重なオープンスペースであ
り、多様な自然が共存しています。この環境を未来へ引き継ぐためには、
流域に関わる皆さまのご理解とご協力が欠かせません。荒川クリーンエイド
は、地域の皆さまをつなぎ、ともに荒川の環境を支える取り組みへと成長し
ています。

・令和7年度 主な受賞について
 「第27回日本水大賞 市民活動賞」

 「令和7年度手づくり郷土賞 国土交通大臣表彰」
 「第9回インフラメンテナンス大賞 優秀賞（国土交通省）」

 「東京都公園協会賞 ボランティア／社会貢献部門 優秀賞」 

写真：手づくり郷土賞認定証伝達式
NPO荒川クリーンエイド・フォーラム
沿川自治体のみなさま
国土交通省荒川下流河川事務所

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000940769.pdf
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事務所ＨＰ

● 荒川下流河川事務所へのアクセス
 JR線赤羽駅より徒歩20分
 地下鉄南北線赤羽岩淵駅または志茂駅より徒歩15分

● 小名木川出張所へのアクセス
 都営新宿線東大島駅より徒歩５分

■ 国土交通省 関東地方整備局
 荒川下流河川事務所

〒115-0042
東京都北区志茂 5-41-1
TEL：03-3902-2311（代表）
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/

■ 小名木川出張所
〒136-0072
東京都江東区大島 8-33-26
TEL:03-3681-6131 FAX:03-3683-7453
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事務所

事務所長

副所長(事務)

副所長(事業)

副所長(管理)

総括
地域防災調整官

Instagram YoutubeX

工 務 課

事務所総合窓口、総務関係

総 務 課

用 地 第 一 課

入札・契約関係、経理・国有財産関係

経 理 課

工事・工事監督関係
京成本線架替事業関係

用 地 第 二 課

高規格堤防整備事業等に伴う用地・補償等業務関係

京成本線架替事業に伴う用地・補償等業務関係

水防災・地震防災関係
公共工事等の品質確保関係

流 域 治 水 課

河川の計画・調査・設計関係
流域治水プロジェクト関係

地 域 連 携 課

自然環境の保全と再生
水質（浄化導水施設の運用含む）関係

広報関係、ミズベリング・かわまちづくり関係

河川の維持・管理関係
河川管理ＤＸ関係

管 理 課

電気・情報システム関係

河 川 情 報 課

高台まちづくり・高規格堤防整備事業関係

沿 川 再 開 発 課

河川法申請手続き
及び河川敷の一時使用関係申請窓口

占 用 調 整 課

荒川下流河川敷利用ルール関係

機械設備を伴う河川管理施設の
点検・改修関係

施 設 管 理 課

河川の維持・管理・工事監督関係
河川法申請手続き
及び河川敷の一時使用関係申請窓口

小名木川出張所

黒い背景に白い文字があるAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

https://x.com/mlit_arakawa_ka
https://www.youtube.com/user/arakawakaryukasen
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/index.html
https://www.ara-amoa.com/
https://www.instagram.com/mlit_arakawa_ka/
https://www.ara-amoa.com/arakawa100th/committee/2024%E8%8D%92%E5%B7%9D%E6%94%BE%E6%B0%B4%E8%B7%AF%E9%80%9A%E6%B0%B4100%E5%91%A8%E5%B9%B4%E8%A8%98%E5%BF%B5%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%AE%E6%8C%AF%E3%82%8A%E8%BF%94%E3%82%8A-%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E9%9B%86/




国土地理院地図を加工して使用
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＜整備イメージ（管理用通路） ＞ ＜利活用イメージ＞

河川空間における賑わい（板橋Ｃｉｔｙマラソン）

キッチンカー レンタルサイクル

板橋区かわまちづくり 整備イメージ

基盤整備③

笹目橋

板橋
リバーステーション

戸田橋

かわまちづくり
計画範囲

基盤整備②

管理用通路

親水護岸②

親水護岸①
基盤整備①

管理用通路
マウンテンバイク

コース

広場整備

ラグビー場
広場整備

新河岸
陸上競技場

連絡通路・階段
（第１期整備）

キャンプ場

東京都

埼玉県 凡例
国土交通省整備
板橋区整備

リサイクル
プラザ

生態園

＜全体整備 （案）＞

連絡通路

階段

＜整備後（連絡通路・階段） （～R8.3） ＞

断面図



北区岩淵周辺地区かわまちづくり整備イメージ

広場や親水護岸の整備により河川敷でのイベントやアクティビティが充実し、トイレや休憩スペースの
設置によって快適に長時間滞在できる環境が整う。また、既存の坂路や階段の拡幅により、まち側から
のアクセスや河川敷内の回遊性が向上する。


